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近傍の低密度分子雲の性質を調べ、分子雲形成領域の物理状態についての理解を深めるため、NROプロジェ
クトの一環として、高銀緯分子雲の観測を行っている。観測は、NRO45m鏡とそれに搭載されたBEARSを用い、
約 10−2pcという、かつてない高分解能でのマッピングを目指している。本講演では、ほぼ終了したMBM 26の
12CO(J=1-0)観測から得られる 12CO強度分布の詳細解析の結果、及び新たに観測を行った南側の 13CO(J=1-0)
観測の結果、について報告する。

12COスペクトルでは、MBM 26の北側、南側それぞれ約 400平方分角の観測を終了し、両領域で約 1 pcに広
がった分子雲を検出した。COスペクトル強度から見積もられる質量は、それぞれ約 10M⊙と約 30M⊙（N(H2)
/W (CO) = 2.0× 1020 cm−2[K km s−1]−1 を仮定（Magnani & Onello 1995))であり、線幅、サイズから求めた
ビリアル質量よりも一桁以上小さい。また、これら分子雲には、全体にわたり 0.数 pcという小さなスケールの
構造が見られるのが大きな特徴である。例えば Clump-find (Williams et al. 1994)と呼ばれるアルゴリズムを用
いて密度分布を調べると、250個程度のクランプが同定され、各々のクランプも、スペクトル強度から見積もら
れる質量よりビリアル質量が一桁以上大きく、自己重力で束縛されていない。13CO観測の結果、南部領域では
0.3 pc程度の等間隔で 3つの分子雲の塊を検出した。基本的には 12COスペクトル強度の強い領域で 13COスペ
クトルが検出されたが、細かな構造には若干の違いが見られる。また、強度ピークのアンテナ温度は 3K程度で
あり、北部領域と同じく星形成に直接繋がると考えられる高密度ガスは存在していないかのように見える。


